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雄性ウィスターラット (8-12 週 ) は、生理食塩水を投与したコントロール群  (CTL)、
NHE-１選択的阻害剤投与群  (NHEI)、 ISO 投与群  (ISO)、 ISO+BIIB723 投与群 
(NHEI+ISO) の４群に分けた後、摘出した心臓の単離心筋細胞で NCX-1 の活性をパッチク
ランプ法で調べ、また300 µmの厚さの心筋スライスを作製し、Ca2+トランジェント測定を行った。
ISO 群における左室壁の肥厚、心体重比および左室体重比の増加は、BIIB 投与によって有
意に抑制された。ISO 群において増加した単離心筋細胞の NCX-1 活性は、BIIB 投与によっ
て抑制されなかったが、ISO 群で短縮した心筋スライスの Ca2+トランジェントは生食対照群と同
等の持続時間を示したことから、この Ca2+トランジェントの正常化は、増加した NCX-1 活性の
抑制によるものではないことが示された。BIIB投与により、SERCA2aタンパク量の回復が起こり、
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